
北海道市町村⼊札参加資格共同審査（試⾏）

■共同審査のイメージ

受発注者双方の

課題を解決！

事業者 自治体 事業者 自治体北海道建設

技術センター

共同化後現 状

○○建設

○○測量

Ａ市

Ｂ町

Ｃ村

【現状の課題】

・自治体毎に申請

・遠方への持参

→事業者に多大な労力

とコスト

【現状の課題】

・自治体毎に審査業務

・短期間に業務が集中

→職員の業務量が膨大

→残業の増加

【効 果】

・申請作業が１回

・出張が不要

→多大な労力と

コストの削減

【効 果】

・審査業務共同化による

アウトソーシング

→職員の負担軽減

→人手不足の解消

・書類の電子化

→保管スペースが不要

審査業務

審査業務

○○建設

○○測量

○○コンサ

ルタント
○○コンサ

ルタント
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※試⾏  
15⾃治体

・江別市
 ⿊松内町
 ⿅部町
・浦河町
・新ひだか町
・旭川市
 富良野市
 上富良野町
 中富良野町
・⽻幌町
 利尻富⼠町
・網⾛市
・美幌町
・新得町
 羅⾅町


